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飯田市歴史研究所第４期中期計画 策定について 

 

 飯田市歴史研究所は、市誌編さん事業を恒久的な地域史研究事業として位置づけ直し、これまで

3 次にわたる 5 年期の中期計画に基づいて恒久的・継続的に地域の歴史や文化を調査研究し、その

成果を現在および未来の市民に還元すべく取り組んできました。 

 第 2 次飯田市教育振興基本計画が平成 29 年度スタートするのに合わせ、飯田市歴史研究所第 3

期中期計画（平成 25～29 年度）の終期を 1 年前倒しして、教育分野の個別計画ともなる飯田市歴

史研究所第 4 期中期計画を今年度中に策定することになりました。 

 第 4 期中期計画は、平成 29 年度から 4 年間を期間としています。 

 

◇ 第３期中期計画の評価 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計画案の策定に向けて 

 ・ 研究部内での原案策定 

 ・ 研究員会議での協議（8 月：地域史研究集会に合わせ、歴研に所属する顧問・調査研究員含め） 

 ・ 教育委員会での協議（9～11 月） 

 ・ 歴史研究所協議会の開催（11 月） 内部評価の内容も含めて、全体的に協議していただく 

 ・ 定例教育委員会での協議（11 月） 

 

◇ 第４期中期計画の策定 

Ⅰ 基本方針 （P2） 

 １ 「地域遺産」を調査・研究し、記録し、その保存と公開を図り、成果を多様な形で市民に還

元し共有します。 

 ２ 戦争や災害･くらしの記憶や日々過去となりつつある現在を、記録し続けることを目指します。 

 ３ 調査・研究は飯田市を中心に、歴史的に密接な関係にあったことを踏まえ、広く下伊那の全

域をも対象とし、関連する諸地域も含めて包括的に活動を進めます。 

 ４ 地域史研究の拠点として、また、地域遺産保全の取組でも拠点となることを目指します。 

 ５ 歴史研究所の取組の諸成果を地域市民や国内外に広く発信し、交流を図ります。 

 

Ⅱ 重点目標 （P2～4） 

 １ 地域アーカイブズ事業の拠点化  

    地域アーカイブズ（地域史料）の調査や保存に取り組み、美術博物館や図書館等と連携した体

制づくりを進めながら、得られた史料や情報の保存、公開、活用にむけて体系的なシステムの構

築と、文書保存や閲覧利用の充実を図ります。 

 ２ 地域遺産の再発見  

 ３ 地域市民との連携強化  

    各地域で活発に取り組まれている地域市民自らによる史料調査や地域の学習・研究活動と協働

し、各地域の現状や要望を考慮して柔軟に対応します。 

 ４ 地域史研究・地域遺産保全を通した交流の促進  

 

・ 第 3 期中期計画の目標・課題の多くは第 4 期中期計画へ持ち越し 

・ 地域との協働や支援を拡げていくこと 

・ 滅失の危機にある史料の調査･収集･整理･保存、家屋の取壊しに伴

う資料の一時保存などの緊急事態に対応する体勢の整備 

・ 非現用行政文書を含めた、保存・活用のあり方についての連携 

・ 市民研究員に対するフォロー、教員との連携への改善策、団体等

との連携 

・ 恒久的な事業体制を支える人事制度（任期制の検討を含む） 

 外部委員評価 

 利用者要望 

（アンケート等） 

課題 評価 



Ⅲ 基本的事業活動 （P4～7） 

 １ 研究・調査 

  歴史研究所の諸事業の基盤であり、非常勤の諸研究員とも連携し研究･調査事業に取り組みます。 

  1-1 史料調査   

   ・ 史料調査活動を多様に進めます（個人の家や区、学校など地域に残された文献史料、オーラ

ル史料、建造物・景観、映像・音声、行政文書等） 

  1-2 研究     

   ・ 基礎研究、共同基礎研究 

   ・ 地域史研究集会、ワークショップ、定例研究会、史料研究ノート、年報の編集･刊行 
 

 ２ 教育・普及活動  

  1 飯田アカデミア   

    日本全国や世界史的な広い視野を重視し、第一線の研究者による最新の成果を提供 

  2 地域史講座     

   『飯田・上飯田の歴史』をテクストとする講座や、それぞれの単位地域を対象とした講座を継続 

  3 出前講座 

  4 ゼミナール、ワークショップ 

  5 古文書講座 

  6 公開資料調査・協働史料調査 
 

 ３ 研究者養成と地域連携   

  歴史研究所は、飯田・下伊那の地域史研究のさらなる活性化を目指し、市民研究員制度を柱と

した研究者養成や、地域史研究団体との協働にこれまで以上に取り組みます。  

  1 市民研究員 

  2 地域史研究団体との協働 
 

４ 市誌編さん・出版事業  

  地域史料集（『飯田・下伊那史料叢書』）、単位地域の全体史、テーマごとの地域史の 3 種類を

柱として市誌編さん・出版事業に取り組み、刊行支援も行います。 

  1 飯田・下伊那史料叢書 

  2 単位地域の全体史 （「飯田・下伊那の歴史と景観」の刊行） 

  3 地域史叙述 

  4 刊行支援 

 

Ⅳ 歴史研究所の体制整備 （P7～8） 

 １ 組織 

   市民利用に支障が生じないように移転作業を行うとともに、組織体制について現状の点検と

評価を行いながら、特に研究員を安定的に確保・維持する方法を、任期制の再検討を含めて

検討します。 

   国や民間などによる研究助成獲得への継続的な取組や、情報公開に努めます。 

 ２ 連携 

   関係機関、団体との関係構築、連携に努めます。 

 

◇ 今後の予定 

 ・ 12 月 13 日（火）  社会文教委員会協議会への報告、審議 

 ・ 12 月 14 日（水）  12 月定例教育委員会でパブリックコメント提出案を決定  

 ・ 12 月 20 日～H29 年 1 月 29 日 パブリックコメント実施 

 ・ 2 月初旬      歴史研究所協議会開催（パブリックコメントの意見を踏まえ協議） 

 ・ 3 月 2 日（木）    部長会議      

 ・ 3 月 10 日（金）  3 月定例教育委員会 

 ・ 3 月 14 日（火）  市議会社会文教委員会協議会へ報告 

 ・ 3 月 23 日（木）  市議会全員協議会へ報告 


